
































日時 2008年6月30日(月) 午後2:00-5:45 
会場 京都大学時計台記念館2階国際交流ホール 
挨拶   森棟公夫 京都大学経済学研究科長 
総合司会 山本裕美 京都大学経済学研究科上海センター長 
討論司会 大西 広 京都大学経済学研究科上海センター副センター長 
報告者 
①張 燕生 中国国務院発展改革委員会対外経済研究所所長「東アジア共同体-中国の視点-」 
②安 乗直 ソウル大学名誉教授「東アジア共同体-韓国の視点-」 
③板東 慧 国際経済労働研究所会長「東アジア共同体かアジア共同体か」 
④本山美彦 京都大学名誉教授、大阪産業大学教授「日本は米国の軛から逃れることができるか」 
 


















(1)口座振込：銀行名  京都銀行百万遍支店  
口座番号 普通 ４０６２６６４  







































































































     不正、腐敗が起った時に、ジャーナリズムが報道できる様にしておくことが必要です。こ
の報道をしにくくしたりすると、暗黙のうちにこれを消すとか、かくすようになります。こ
れでは不正も腐敗も無くならない。これを警察のみに任せていては、とても守り切れない。
不正はなくならない。国民一人一人が不正を訴えれる様にしておかねばダメです。 
この点中国ではどうなっていますか？ 
 この２つの厳しい質問に対し、朱教授は、真正面から受け止め、おっしゃる様に中国はまだ社会体
制そのものも発展途上国なので、正直言ってまだ三権分立はそこまで徹底できていません。ジャーナ
リズムの報道の自由も然りです。 
 しかし、我々もその必要性は十分承知しているので、少しづつではあるが自由に、オープンになり
つつあると思う。徐々にではあるが良い方向へ動きつつある、と思うので、いずれにせよもう少し時
間を頂きたい、と正直に、且つ真面目に、一生懸命回答しておられたのが印象的でした。 
 尚、この質問中に、私の近くにいた大阪府日中友好協会の有力メンバーの一人は「こんな場で、あ
んな質問をして、朱先生に失礼だ」と怒っていましたので、私は、中国内ではこの様な質問はしにく
いかも知れぬが、ここは日本だし、正論だと思うし、彼も一応、一定の範囲内、枠内でもいいから・・・
等と一応の配慮をしながら発言しているし、あの程度ならいいんじゃないですか、と話したことを覚
えています。 
 この後日談として、後、岸本氏は通訳をしてくれた京大大学院生のその女性に、懇親会の折名刺を
貰い、シンポジウムの翌日に、同じ内容をもう少し整理した分かり易い文章にしてメールし、中国語
に翻訳の上、西安の朱教授にメール送信しておいて欲しいと依頼し、彼女はその通りにしてくれたそ
うです。 
今回の帰国後、岸本氏からその全文を入手しましたが、長くなりますのでここでは省略させて頂き
ます。 
 京大上海センター及び同協力会の国際シンポジウムや協力会会員その他との交流もここまでレベル
アップして来ていることに、私自身深い感銘を受け、大いに喜んでいる次第です。 
 協力会会員の皆様も、こういう話をご参考として頂き、今後のシンポジウムその他の会合でもどう
かご遠慮なくご参加、ご発言、ご提言等をどしどしして頂きたいと思います。 
大歓迎致します。 
 この協定成立の結果、山本裕美上海センター長と大西広上海センター副センター長は、夫々西安交
通大学の客員教授を、私大森は西安交通大学中国西部発展研究中心の上級顧問（资深顾问、SENIOR 
ADVISER）を委嘱され、夫々就任しました。 
 尚、就任の翌日、留学していた漢語進修学院へ行き、当時の先生方（老师）と留学生弁公室主任の
鄭老师、同副主任の王老师に上級顧問の委嘱状と記念講演の全文を手交すると同時に、在学中の日本
人留学生17名全員にも講演原稿「日本からの提言－累進課税の強化を中心に、中国の貧富の格差解消
の為の各種税制改革の提言（大森私案）及び中国経済の長期安定発展への提言」を渡し、何人かの留
学生と歓談、激励して来ました。皆さん一様に喜んで頂きました。 
 ちなみに、私の留学していた2001年頃は一番多い留学生は日本人で35名位、二番目が韓国人で27
～28名位でしたが、今はそれが逆転しており、一番多いのが韓国人で34名、二番目が日本人で17名
ですから、丁度韓国人の1/2ということになります。 
 同日夕刻には、西安滞在中の５日間親身にお世話や通訳をしてくれた准教授蔡先生、大学院生姜展
鲲君、日本語学科学生李文平君を、行きつけの日本料理店“恵里”に招待し、お礼の一席を設けてお
きました。同時にこの店の友人の日本人社長にも大変喜んで頂いたことをつけ加えておきます。 
 このほか、本来京大の内規上複数の部局との実質交流の実績があってはじめて大学間協定が締結で
きる、と聞いており、総長からのご依頼事項でもあり、張り切ってこの足かけ3年間種々の努力をし
て今日に至った訳ですが、どういう事態の変化があったのか現在のところ分かりませんが、帰国後聞
いた話ですが、つい先ごろ大学間協定が我々より少し早く、例外的に先に締結されたことを知りまし
た。 
 この理由は、現在のところ不明で私の推測の域を出ませんが、近々尾池総長が退任されます関係と、
2 年以上前から総長－学長間の約束事だったことを考慮し、経済学研究科と上海センターの先方との
協定締結もすでに内定していることでもあり、例外的に本部間協定が一寸先に締結されたのではない
か、と思っております。 
 しかし、いずれにせよ当初からの目的でもあった大学間協定まで同時に一気に出来てしまったこと
は、これ又二重の喜びであり、京大と西安交通大学との間の今後の末永い学術交流のルートを開いた
意味は大きく、取り敢えずの目的達成に満足すると同時に、このルートを使って現代の遣唐使達が頻
繁に往復することにより、今後大きな成果が生れることを期待するところ大であります。 
 それにしても、京都府と陝西省との友好提携25周年の記念行事がいろいろ企画・実行されつつある、
この記念すべき年に、京都大学と西安交通大学との種々の交流協定が締結出来たことは、京大卒業生
として誠に喜ばしく、何か大きな運命の糸を感じている次第です。 
 最後に、今回種々お世話になった3人の方々にお礼を申し上げたいと思います。 
 先ず第1は、先に述べた西安交通大学管理学院修士課程在学中の姜展鯤君です。同君は、私が西安
交通大学留学中の日本語学科学生で相互学習をしていた若い友人です。今回の交流の橋渡しを総長か
ら依頼された時、先ず最初にこの姜君に電話し、西安交通大学の国際交流部門の責任者と西部発展研
究中心の責任者と経済学院長に会えるようにして欲しい、と依頼しました。これに対し、姜君は短期
間に夫々の責任者のアポをとってくれ、2006年7月に私が1人で西安交大を訪問した時には、案内役
と通訳をしてくれました。その後、11月に山本センター長、宮崎副センター長とご一緒した時のアポ
取り、更に今回の私の西安交大での講演の際には、通訳も立派にして頂きました。このように同君は
今回の協定成立の陰の功労者であり、ここに記録に留め、深い感謝の意を表しておきたいと思います。 
 次に、今回の本協定締結や記念講演会の為の出張段取り等先方との交渉を全面的にお引受頂き、諸
準備をして頂いた上海センター副センター長の宮崎卓准教授並びに私の講演原稿を事前に中国語に翻
訳してくれた京大研修員で、京大経済学博士の韓光燦君にも厚く御礼申し上げます。ありがとうござ
いました。 
